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　７月８日（水）に碓氷湖湖畔で安中消防署松井田
分署と松井田警察署による水難救助訓練が約 20
人が参加して行われました。

水難救助訓練
Ｐ２　特定健診・特定保健指導のお知らせ

Ｐ３　避難場所は家族で確認しましょう

Ｐ４・５　幼稚園・保育所（園）園児募集　ほか

41第 号

人　口  　63,476 人      （－14）
　男　  　31,062 人      （－  4）
　女　  　32,414 人      （－10）
世帯数　  23,656 世帯  （＋17）

住民基本台帳人口（６月末日現在）
※（　）内は前月との比較

人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯

豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち

市長対話の日
８月 22 日（土）　支所　第２会議室
９月はお休みです
時間 ▼午前 10 時～正午
※受付は午前 11 時 30 分まで
※都合により時間が変更になることもあります

平成 21年平成 21 年平成 21 年平成 21 年平成 21 年

※Ｐ８・９の間に恵みの湯の入館無料サービス券・割引券、峠の湯の世帯利用権が入っています。
　利用期間にご注意のうえ、ぜひご利用ください
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特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
お
知
ら
せ

特
定
保
健
指
導
に
関
す
る
問
合
せ
▼

本
庁
健
康
課
保
健
指
導
係

（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

　６月から 40～ 74 歳までの人を対象に、メタボリックシンドロームを予防・
改善するための「特定健診」と、75歳以上の人を対象とした「後期高齢者健診」が
始まっています。これらの健診は市内医療機関や公民館などで今年 10 月 31 日
まで実施しています。
　また、健診結果に基づいて、９月から「特定保健指導」が行われます。対象とな
る人には、随時ご案内をお送りします。健診から健康づくりを始めましょう！

安
中
市
国
保
の
加
入
者

そ
の
他
の　
　
　
　

医
療
保
険
の
加
入
者

　

健
診
結
果
か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
発
症
の
可
能
性
が
高
く
、
年
齢
な
ど
を
考
慮

し
、
特
定
保
健
指
導
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と

判
定
さ
れ
た
人
に
対
し
て
、
医
師
・
保
健
師
・

管
理
栄
養
士
が
生
活
習
慣
を
見
直
す
支
援
を
行

い
ま
す
。

利
用
方
法
▼
対
象
と
な
っ
た
人
に
、「
特
定
保
健

指
導
利
用
券
」と「
利
用
案
内
」を
送
付
し
ま
す
。

料
金
は
無
料
で
す
。（
一
部
、
食
材
費
な
ど
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
）

持
ち
物
▼
①
特
定
保
健
指
導
利
用
券　

②
保
険

証　

③
健
診
結
果
票

内
容
▼
特
定
保
健
指
導
は
、
健
診
結
果
に
よ
っ

て
、「
動
機
づ
け
支
援
」と「
積
極
的
支
援
」に
分

類
さ
れ
ま
す

◆
動
機
づ
け
支
援

　

個
別
面
接
で
、
生
活
習
慣
の
改
善
点
に
気
づ

き
、
自
分
に
あ
っ
た
目
標
を
設
定
で
き
る
よ
う

支
援
し
ま
す
。６
カ
月
後
に
目
標
達
成
で
き
た

か
振
り
返
り
ま
す
。

◆
積
極
的
支
援

　

個
別
面
接
で
、
生
活
習
慣
の
改
善
点
に
気
づ

き
、自
分
に
合
っ
た
目
標
を
設
定
し
、目
標
を
達

成
で
き
る
よ
う
に
定
期
的
に
面
接
や
電
話
な
ど

で
継
続
し
た
支
援
を
行
い
ま
す
。６
カ
月
後
に

目
標
達
成
で
き
た
か
振
り
返
り
ま
す
。じ
っ
く

り
と
、取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　

医
療
機
関
で
受
け
る
「
個
別
健
診
」
と
日
時･

会
場
を
決
め
て
受
診
す
る「
集
団
健
診
」が
あ
り

ま
す
。い
ず
れ
か
一
方
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

料
金
は
無
料
で
す
。

健
診
時
に
持
参
す
る
物
▼

①
ご
自
身
の
保
険
証

②
特
定
健
康
診
査
（
ま
た
は
後
期
高
齢
者
健
康

診
査
）受
診
票
・
受
診
券

③
採
尿
し
た
尿
容
器（
集
団
健
診
の
み
）

注
意
事
項
▼

①
朝
食
は
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

②
受
診
票
・
受
診
券
裏
面
の「
質
問
票
」は
必
ず

記
入
し
て
く
だ
さ
い

③
65
歳
以
上
の
人
は
、
受
診
票
右
の
「
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」も
記
入
し
て
く
だ
さ
い

　

受
診
者
全
員
に
、
健
診

結
果
と
同
時
に
、
一
人
一

人
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
情
報
を
提
供
し

ま
す
。

　

健
診
結
果
は
大
切
に
保

管
し
、
健
康
管
理
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

健
診
結
果
を

　
　
　

確
認
し
ま
し
ょ
う
！

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

は
、
毎
年
度
４
月
１
日
現
在
で
ご

自
分
が
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
者
が
実
施
し
ま
す
。加
入
し
て

い
る
医
療
保
険
は
、
ご
自
分
の
保

険
証
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

安
中
市
が
、
健
診
を
行
い
ま

す
。５
月
末
に
発
送
し
ま
し
た

「
受
診
券
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

政
府
管
掌
健
康
保
険
、
健
康
保

険
組
合
や
各
共
済
組
合
な
ど
の

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

は
、
各
医
療
保
険
者
か
ら
お
知
ら

せ
が
あ
り
ま
す
。ご
案
内
に
従
っ

て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。ご
不
明

な
点
は
、
各
医
療
保
険
者
に
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・



３ 市  役  所　  ３８２－１１１１

水
害
な
ど
の
災
害
へ
の
備
え
は
万
全
で
す
か
？

避
難
場
所
は
家
族
で
確
認
し
ま
し
ょ
う

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
台
風
や
豪
雨
が
た
い
へ
ん
多
い
時
期
で
す
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
各
家
庭

で
の
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、緊
急
の
場
合
に
備
え
て
、事
前
に
家
族
で
最
寄
り
の
避
難
場
所（「
広

報
あ
ん
な
か
」
６
月
号
Ｐ
８
参
照
）
を
必
ず
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

災
害
発
生
に
備
え
て

　

市
で
は
災
害
が
発
生
す
る
恐

れ
の
あ
る
場
合
に
は
、
市
役
所

内
（
市
民
部
安
全
安
心
課
）
に

災
害
警
戒
本
部
、
水
害
が
起
こ

る
恐
れ
の
あ
る
場
合
に
は
水
防

本
部
を
設
け
、
消
防
署
を
は
じ

め
関
係
機
関
が
非
常
体
制
に
入

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
の

確
保
と
被
害
を
最
小
限
に
く
い

止
め
る
た
め
、
万
全
の
態
勢
を

と
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
水
防
計
画
を
策
定

　

台
風
や
秋
の
長
雨
の
季
節
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
今

年
も
何
も
起
こ
る
は
ず
が
な

い
。」
と
油
断
し
て
い
ま
せ
ん

か
？
そ
の
油
断
が
被
害
を
大
き

く
し
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
時
期
に
発
生
す
る
可

能
性
の
高
い
台
風
な
ど
の
大
雨

に
よ
る
水
害
を
警
戒
・
防
御
し
、

被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
市
が

策
定
し
た
「
平
成
21
年
度
水
防

計
画
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

重
要
水
防
河
川
と
区
域

　

市
の
水
防
計
画
で
は
、
市
内

の
河
川
を
洪
水
の
恐
れ
が
あ
る

河
川
お
よ
び
そ
の
流
域
を
水
防

区
域
と
重
要
水
防
区
域
に
区
分

し
て
い
ま
す
。
水
害
の
発
生
す

る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ

る
重
要
水
防
区
域
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
重
要
水
防
区
域
】

扇
城
橋
上
流
（
下
の
尻
）・
久
芳

橋
上
流
（
中
宿
）・
中
瀬
大
橋
下

流
（
八
城
）・
下
高
別
当
橋
上
下

流
（
下
の
尻
）・
川
端
橋
上
流
（
新

井
）・
外
城
橋
上
下
流
（
池
尻
）・

石
井
橋
下
流
（
岩
井
）

　

ま
た
、
市
内
の
主
な
河
川
の

通
報
水
位
（
水
防
団
待
機
水
位
）

と
警
戒
水
位
（
は
ん
濫
注
意
水

位
）
は
、次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
板
鼻
観
測
所
に
お
い

て
は
2.1
ｍ
が
避
難
判
断
水
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。

増
水
時
に
は

　

河
川
が
増
水
し
て
水
位
が
通

報
水
位
に
達
し
た
場
合
に
は
、

市
役
所
内
に
市
長
を
本
部
長
と

す
る
水
防
本
部
、
各
地
区
公
民

館
な
ど
に
は
分
団
本
部
を
設
置
、

分
団
本
部
に
は
２
人
以
上
の
消

防
団
員
が
配
置
さ
れ
、
電
話
連

絡
な
ど
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
河
川
の
水
位
が
通
報

水
位
を
超
え
、
水
害
の
危
険
が

予
想
さ
れ
る
時
は
水
防
区
域
内

の
各
消
防
団
が
河
川
の
巡
視
警

戒
に
あ
た
る
一
方
で
水
防
資
材

器
具
の
点
検
・
整
備
な
ど
の
出

動
の
準
備
を
進
め
、
河
川
の
水

位
が
警
戒
水
位
に
達
し
た
と
き

は
状
況
に
応
じ
た
増
員
や
警
戒
・

水
防
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

緊
急
時
の
避
難
指
示

　

堤
防
が
決
壊
ま
た
は
そ
の
恐

れ
の
あ
る
場
合
に
は
、
水
防
本

部
は
、
そ
の
危
険
区
域
内
の
住

民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
避
難

ま
た
は
そ
の
準
備
を
指
示
し
ま

す
。
こ
の
場
合
、
そ
の
指
示
は
サ

イ
レ
ン
や
消
防
自
動
車
お
よ
び

広
報
車
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

旧
松
井
田
町
地
域
に
つ
い
て
は
、

既
設
の
防
災
無
線
で
も
放
送
し

ま
す
。
そ
し
て
、
避
難
者
の
誘
導

に
は
消
防
署
員
、
消
防
団
員
ら

が
消
防
車
な
ど
を
用
い
て
あ
た

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
広
報
あ
ん
な
か
」
６
月
号
で
お

知
ら
し
た
と
お
り
、
市
で
は
各

地
区
ご
と
に
避
難
場
所
を
定
め

て
い
ま
す
が
、
必
ず
し
も
こ
だ
わ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

と
き
の
被
害
の
状
況
に
応
じ
て
、

指
定
の
避
難
場
所
以
外
に
、
よ

り
安
全
な
場
所
が
あ
れ
ば
、
そ

ち
ら
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
小
河
川
や
側
溝
な
ど

が
氾
濫
し
、
床
下
な
ど
に
浸
水

し
た
場
合
は
、
地
域
で
応
急
措

置
を
行
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
本
庁
安
全
安
心
課
（
☎
３

８
２

－

１
１
１
１
）
ま
た
は
安

中
消
防
署
（
☎
３
８
２

－

１
８

１
８
）
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

河  川  名

碓  氷  川

九 十 九 川

後  閑  川

柳  瀬  川

秋  間  川

増  田  川

碓  氷  川

碓  氷  川

観 測 所 名

板 鼻

花 の 木

中 後 閑

中 宿

自 性 寺

国 衙

人 見

安 中

通 報 水 位

1.0m

2.0m

2.0m

1.1m

2.5m

3.0m

0.7m

2.6m

警 戒 水 位

1.5m

2.5m

2.5m

1.7m

3.0m

3.5m

1.6m

3.5m

通報水位･警戒水位表

問合せ ▼

本庁安全安心課
（３８２ー１１１１）
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市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

４
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
０
９
年
８
月
号

保
育
所（
園
）園
児
募
集

保
育
所（
園
）園
児
募
集

幼
稚
園

幼
稚
園
・

保
育
所（
園
）園
児
募
集

幼
稚
園
・

来
年
の
４
月
に
市
内
の
幼
稚
園

・
保
育
所（
園
）に
入
園
す
る
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

９
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
し
ま
す

の
で
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

幼 稚 園 満 ３ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 歳 の 幼 児 保 育 所 （ 園 ） 共 働 き な ど の 家 庭 の 児 童

入 園 資 格 ▼ ３ 歳 児 〜 小 学 校

就 学 前 幼 児 （ 平 成 16 年 ４ 月 ２

日 〜 平 成 19 年 ４ 月 １ 日 生 ）

満 ３ 歳 児 の 募 集 ▼ 平 成 22 年

度 中 に 満 ３ 歳 に な る 幼 児 の

募 集 を 赤 心 幼 稚 園 ・ 安 中 二

葉 幼 稚 園 ・ 東 横 野 幼 稚 園 が

行 っ て い ま す

募 集 人 員 ▼ 別 表 の と お り

保 育 時 間 ▼ 原 則 と し て 午 前

９ 時 〜 午 後 ２ 時

預 か り 保 育 ▼ 各 幼 稚 園 で は

保 育 時 間 前 、 保 育 終 了 後 の 預

か り 保 育 を 行 っ て い ま す 。

※ 預 か り 保 育 は 園 に よ っ て

保 育 時 間 が 異 な り ま す

入 園 願 書 ▼ 希 望 す る 幼 稚 園

で 配 布 し て い ま す

入 園 手 続 ▼ ９ 月 １ 日 （ 火 ） 以

降 に 各 園 で 手 続 き を し て く

だ さ い

保 育 料 ・ 教 材 費 ・ 施 設 設 備

費 ▼
各 園 に よ っ て 異 な り ま す の

で お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

幼 稚 園 就 園 奨 励 制 度 ▼ 市 で

は 保 護 者 に 対 し て 、 市 町 村 民

税 額 を 基 準 に 幼 稚 園 就 園 奨

励 制 度 を 実 施 し て い ま す

※ 同 一 幼 稚 園 二 人 同 時 在 園 の

場 合 、 第 ２ 子 の 保 育 料 の １/
２

の 減 免 を し て い ま す

※ 第 ３ 子 以 降 の お 子 さ ん に

い て は 、 前 述 の 制 度 以 外 に

　 も 別 途 補 助 金 が 支 給 さ

れ 、 保 育 料 が 無 料 に な り

ま す

問 合 せ ▼ 各 幼 稚 園 ま た は

市 教 委 学 校 教 育 課 学 事 係

（ ☎ ３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）

幼
稚
園
名

赤
心
幼
稚
園

安
中
二
葉
幼
稚
園

磯
部
幼
稚
園

東
横
野
幼
稚
園

住
　
　
所

原
市
1-
14
-1
6

安
中
3-
10
-3
3

磯
部
3-
12
-1
2

鷺
宮
30
92
-2

満
3歳
児

若
干
名

若
干
名

－

若
干
名

3
歳
児

70 75 40 35

4
歳
児

10

若
干
名

若
干
名

10

5
歳
児

若
干
名

若
干
名

若
干
名

若
干
名

定
員（
人
）

22
0

28
0

14
0

11
0

電
話
番
号

38
5－
66
62

38
1－
03
94

38
5－
80
21

38
2－
08
16

募
　
集
　
人
　
数

入 所 （ 園 ） 資 格 ▼ 安 中 市 の 住

民 で 両 親 が 次 の い ず れ か に

該 当 し 、 ほ か に 保 育 す る 人 が

い な い 小 学 校 就 学 前 の 児 童

① い つ も 外 で 働 い て い る

② い つ も 家 で 家 事 以 外 の 仕

事 を し て い る

③ 妊 娠 中 か 出 産 後 間 が な い

④ 病 気 ま た は 心 身 に 障 害 が

あ る

⑤ 長 期 の 病 人 が い て い つ も

付 き 添 っ て い る

⑥ 火 災 な ど の 災 害 で 保 育 で

き な い

定 員 ▼ 別 表 の と お り

※ 募 集 人 員 は 各 保 育 所 （ 園 ）

に お 問 い 合 わ せ く だ さ い

保 育 時 間 ▼ 午 前 ８ 時 〜 午 後

６ 時 の 間 の ８ 時 間 が 原 則 、 早

朝 保 育 お よ び 延 長 保 育 を

行 っ て い る 保 育 所 （ 園 ） が あ

り ま す の で 、 詳 細 は 各 保 育 所

（ 園 ） へ お 問 い 合 わ せ く だ さ

い 。
受 入 年 齢 ▼ ０ 歳 児 か ら 小 学

校 就 学 前 の 児 童

申 込 書 の 配 布 ▼ ８ 月 ３ 日

（ 月 ） か ら 各 保 育 所 （ 園 ） ま た

は 本 庁 子 ど も 課 ・ 支 所 保 健

福 祉 課 で 配 付 し ま す 。 配 布 時

間 は 午 前 ８ 時 30 分 〜 午 後 ５

時 15 分 で す 。

提 出 場 所 ▼ 第 一 希 望 の 保 育

所 （ 園 ） に 提 出 し て く だ さ い

※ 市 外 の 保 育 所 （ 園 ） を 希 望

す る 場 合 は 、 本 庁 子 ど も 課

保 育 助 成 係 で 手 続 き を し

て く だ さ い

申 込 期 間 ▼ ９ 月 １ 日 （ 火 ） 〜

30 日 （ 水 ）

保 育 料 ▼ 平 成 21 年 分 の 所 得

税 額 （ 所 得 税 非 課 税 の 場 合 は

平 成 21 年 度 の 市 民 税 額 ） な ど

を 基 準 に 算 定 。 同 一 世 帯 で ２

人 以 上 が 入 所 （ 園 ） し て い る

場 合 、 ２ 人 目 は 保 育 料 が 1/
2 、

３ 人 目 は 無 料 。

　 ま た 、 ３ 人 以 上 の お 子 さ ん

を 扶 養 し て い る 世 帯 の 場 合 、

申 請 に よ り 第 ３ 子 目 以 降 の

保 育 料 は 無 料 に な り ま す 。

問 合 せ ▼ 各 保 育 所 （ 園 ） ま た

は 本 庁 子 ど も 課 保 育 助 成 係 ・

支 所 保 健 福 祉 課 福 祉 子 ど も

係 （ ☎ ３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）

ぐ
～
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
を

ぐ
～
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

ぐ
～
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
を

ぐ
～
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

ぐ
～
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
を

ぐ
～
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

ぐ
～
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
を

ぐ
～
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

ぐ
～
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
県
で
は
市
町
村
や
地
域
、
企
業
と
協
力
し
て
、
子
育
て
家
庭
を
応

援
す
る
「
ぐ
ん
ま
ち
ょ
い
得
キ
ッ
ズ
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
　
ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

特
典
内
容

▼商
品
や
料
金
な
ど
の
割
引
、粗
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

対
象

▼中
学
生
以
下
の
子
ど
も
や
妊
婦
の
い
る
家
庭

※
協
賛
店
舗
は「
子
育
て
応
援
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」H
P（
ht
tp
://

　
ko
do
m
o.
pr
ef
.g
un
m
a.
jp
）ま
た
は
市
H
P（
ht
tp
://
w
w
w
.c
ity
.

　
an
na
ka
..g
un
m
a.
jp
）か
ら
検
索
で
き
ま
す

問
合
せ

▼市
本
庁
子
ど
も
課

（
☎
３
８
２
－
１
１
１
１
）

　 ６ 月 ８ 日 か ら 19 日 に か け て 、 12 日 間 の 日 程 で 平 成

21 年 第 ２ 回 安 中 市 議 会 定 例 会 が 開 催 さ れ 、 安 中 市 職

員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例 に つ い て な ど 、 ７ 議 案 を 市 長 が 提 出 し ま し

た 。
○ 安 中 市 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 の 一

部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て

○ 安 中 市 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例 に つ い て

○ 安 中 市 放 課 後 児 童 ク ラ ブ 条 例 の 一 部 を 改 正 す る

条 例 に つ い て

○ 安 中 市 市 営 住 宅 等 設 置 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条

例 に つ い て

○ 安 中 市 公 共 下 水 道 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に

つ い て

○ 平 成 21 年 度 安 中 市 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ）

○ 平 成 21 年 度 安 中 市 老 人 保 健 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第

１ 号 ）

　 ７ 月 ２ 日 に 平 成 21 年 第 ４ 回 安 中 市 議 会 臨 時 会 が

開 催 さ れ 、 安 中 市 立 安 中 小 学 校 Ａ ・ Ｂ 校 舎 改 築 （ 建

築 ） 工 事 請 負 契 約 締 結 に つ い て な ど 、 ２ 議 案 を 市 長

が 提 出 し ま し た 。

○ 安 中 市 立 安 中 小 学 校 Ａ ・ Ｂ 校 舎 改 築 （ 建 築 ） 工 事 請

負 契 約 締 結 に つ い て

○ 平 成 21 年 度 安 中 市 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ）

平 成 21 年 第 ２ 回 安 中 市 議 会 定 例 会 報 告 平 成 2
1
年 第 ４ 回 安 中 市 議 会 臨 時 会 報 告

安
中
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６広報あんなか　２００９年８月号

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
、
一

定
期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
前
納
制

度
が
あ
り
ま
す
。前
納
す
る
と
保

険
料
が
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

現
金
で
の
納
付
を
希
望
す
る

人
は
、「
国
民
年
金
保
険
料
納
付

案
内
書
」
に
付
い
て
い
る
下
期
の

納
付
書
（
平
成
21
年
10
月
分
〜
平

成
22
年
３
月
分
）
を
使
用
し
て
、

平
成
21
年
11
月
２
日
ま
で
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
で
６
カ
月
分

の
保
険
料
を
前
納
す
る
と
、
さ
ら

に
お
得
で
す
。口
座
振
替
で
保
険

料
の
前
納
を
希
望
す
る
人
は
、
８

月
末
日
ま
で
に
金
融
機
関
ま
た

は
高
崎
社
会
保
険
事
務
所
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。お
申
し
出
の

際
に
は
、①
預
貯
金
通
帳
、②
預

貯
金
通
帳
届
出
印
、③
基
礎
年
金

番
号
が
わ
か
る
も
の
（
年
金
手

帳
、
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
な

ど
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
料
を
前
納
し
た
期

間
中
に
、就
職
し
て
厚
生
年
金
に

加
入
す
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
必

要
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ

れ
以
降
の
期
間
の
保
険
料
は
還

付
さ
れ
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
高
崎
社
会
保
険

事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
一
部
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
除

く
）
営
業
時
間
内
で
あ
れ
ば
土
曜
・
日
曜
や
夜
間
で
も
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
平
日
の
昼
間
は
仕
事
な
ど

で
忙
し
い
人
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
下
記
の
Ｐ
ａ
ｙ-

ｅ
ａ
ｓ

ｙ
（
ペ
イ
ジ
ー
）
マ
ー
ク
の
付
い
て

い
る
納
付
書
を
お
使
い
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用

し
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に

よ
る
納
付
も
可
能
で
す
。ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
い
は
事
前

に
申
し
込
み
用
紙
を
ご
提
出
い
た
だ
き
、
以
後
将
来
の
保
険
料

を
定
期
的
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
立
て
替
え
払
い
し
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら
カ
ー
ド
会
員
の
人
に
請
求
す
る

方
法
で
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
高
崎
社
会
保
険
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

コ
ン
ビ
ニ
や

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
も

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま
す

―口座振替がお得です―

国民年金保険料を前納できます

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
合
せ
▼

高
崎
社
会
保
険
事
務
所（
☎
３
２
２

－

７
７
３
１
）

納付方法による6カ月分の保険料の違い
納付方法

毎月現金で納める場合

現金で前納する場合

口座振替で前納する場合

合計納付額

87,960 円

87,250 円

86,960 円

備　　考

14,660 円×６カ月

710 円割引

1,000 円割引
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松
井
田
文
化
会
館

松
井
田
文
化
会
館

催
し
物
ガ
イ
ド

催
し
物
ガ
イ
ド

松
井
田
文
化
会
館

催
し
物
ガ
イ
ド

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
ガ
イ
ド

催
し
物
ガ
イ
ド

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
ガ
イ
ド

問合せ ▼安中市文化センター
　　　　３８１－０５８６
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP14をご確認ください

問合せ ▼松井田文化会館
　　　　３９３－４４００
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP14をご確認ください

G U I D E

A
N
N
A
K
A

G U I D E

M
A
T
S
U
I
D
A

８月の催し物ガイド
ホール
安中一中演劇部公演「Timer Family －悲劇の家族」
8日（土）14:00 ～15:00　入場：無料
問合せ：安中第一中学校（☎381－0459）
日本舞踊花柳流「鮎香会」舞踊発表会
22日（土）13:00 ～16:30　入場：無料
※会場内でチャリティー募金あり
問合せ：鮎香会（☎382－0546）
劇団ろしなんて公演「四月になれば彼女は」
29日（土）18:30 ～21:00
入場：前売大人1,000 円中高生800 円
　　　当日大人1,200 円中高生1,000 円
問合せ：地域創造集団楽舎（☎382－5080）
群馬隆盛カラオケ倶楽部発表会
30日（日）12:30 ～19:00　入場：無料
問合せ：群馬隆盛カラオケ倶楽部（☎385－3432）

学習室など
市民の茶席（煎茶道東阿部流）
22日（土）10:00 ～15:00
会場：茶室　入場：無料
図書読み聞かせ
22日（土）14:00 ～15:00
会場：和室　入場：無料

８月の催し物ガイド
大ホール

紫舞喜会リハーサル
28 日 ( 金 )　13:00 ～ 22:00
主催：裕紫会　
入場：関係者のみ

小ホール

音楽発表会
7 日 ( 金 )　9:00 ～ 17:00
主催：安中市障害者福祉ふれあいセンター・
　　　ワーク秋桜まついだ
入場：関係者のみ
群馬県学校図書館研究協議会　西毛大会
20 日 ( 木 )　9:00 ～ 17:00
主催：安中市教育委員会　
入場：関係者のみ

●今月のピックアップ

うすい街道寄席

●今月のピックアップ

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
た
め
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
に
よ
る
パ
ソ

コ
ン
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基
礎
か
ら
ワ
ー

ド
、
メ
ー
ル
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
、

内
容
別
の
講
座
で
す
。

　

１
講
座
計
12
時
間
で
、
年
３
回

お
し
ら
せ
版
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。
次
回
は
10
月
頃
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　

パ
ソ
コ
ン
に
関
し
て
お
困
り
の

皆
さ
ん
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
が

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

※

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
も
可

日
時
▼
毎
週
木
・
土
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所
▼
文
化
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン
室

料
金
▼
無
料

※

予
約
不
要
、
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い

※

開
催
日
程
は
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い

日
時
▼

９
月
６
日
（
日
）　

午
後
２
時
〜

（
開
場
：
午
後
１
時
30
分
）

チ
ケ
ッ
ト
▼

全
席
指
定
（
１
人
４
枚
ま
で
）

文
化
会
館
窓
口
で
好
評
発
売
中

※

前
売
り
で
完
売
し
た
場
合
、
当

日
券
は
あ
り
ま
せ
ん

　

松
井
田
文
化
会
館
で
は
、「
笑

点
」
で
お
な
じ
み
の
春
風
亭
昇
太

さ
ん
ほ
か
若
手
落
語
家
を
迎
え
て

の
寄
席
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

出
演
▼
春
風
亭
昇
太
・
三
遊
亭
遊

雀
・
林
家
木
久
蔵
・
三
遊
亭
王
楽

春
風
亭
昇
太
さ
ん

春
風
亭
昇
太
さ
ん

春
風
亭
昇
太
さ
ん

大　
　

人

２
，
５
０
０
円

３
，
０
０
０
円

前
売

当
日

高
校
生
以
下

２
，
０
０
０
円

２
，
５
０
０
円



８広報あんなか　２００９年８月号

ふるさと学習館春季・夏季企画展
□「碓氷川流域の古墳文化」□

？ＦＡＸ問合せ ▼

安中市学習の森
３８２－７６２２
　３８２－７６２３
〒３７９－０１２３
安中市上間仁田９５１番地
furusato@des.city.annaka.gunma.jp 
http://www.city.annaka.gunma.jp/gakushuunomori/

太
山
融
斎
製
作
の
地
球
儀

　
　
　
　
　

学
習
の
森　

文
化
財
係

　

ふ
る
さ
と
学
習
館
に
嘉
永
５
年
（
１
８
５
２
年
）
に
安

中
藩
造
士
館
教
授
太
山
融
斎
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
地

球
儀
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
日
本
人
の

手
で
製
作
さ
れ
た
地
球
儀
は
、
50
個
以
上
現
存
し
て
い

ま
す
の
で
太
山
融
斎
の
地
球
儀
が
唯
一
と
い
う
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
問
題
は
そ
の
地
球
儀
に
盛
り
込
ま
れ

た
情
報
の
新
し
さ
で
す
。
地
球
儀
は
、
基
と
な
る
世
界

地
図
が
あ
り
そ
れ
を
立
体
化
し
た
も
の
で
す
が
融
斎
が

基
図
と
し
て
選
ん
だ
の
は
、
地
理
学
者
の
箕
作
省
吾
（
高

名
な
蘭
学
者
箕
作
阮
甫
の
養
子
）
が
１
８
３
５
年
に
フ

ラ
ン
ス
で
製
作
さ
れ
た
世
界
地
図
を
翻
訳
し
て
弘
化
２

年
（
１
８
４
５
年
）
に
刊
行
し
た
「
新
製
與
地
全
図
」
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
の
世
界
地
図
は
、
当
時
の
最
新
の
世
界
情

勢
が
記
さ
れ
て
お
り
、
幕
末
の
志
士
た
ち
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
球
儀
を
詳

細
に
見
る
と
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
は
、「
共
和
政
治
」

の
文
字
が
記
さ
れ
、

キ
ャ
プ
テ
ン
ク
ッ
ク

（
イ
ギ
リ
ス
の
探
検

家
、
３
度
の
探
検
航

海
で
南
極
圏
到
達
や

ハ
ワ
イ
諸
島
の
発
見

な
ど
多
く
の
業
績
を

遺
し
た
）
が
た
ど
っ

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

融斎の地球儀（アメリカ付近拡大）
（共和政治の文字が見える）

た
航
路
と

ク
ッ
ク
が

南
極
圏
で

氷
山
を
見

た
事
な
ど

が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア

フ
リ
カ
や

ア
ジ
ア
の

植
民
地
に

は
宗
主
国

の
記
号
が
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
ア
ヘ
ン
戦
争
の
情
報

に
よ
り
西
欧
列
強
の
侵
略
に
恐
怖
し
て
い
た
人
々
に
衝

撃
を
与
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
江
戸
時
代
に
は
、
長
崎

の
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
唯
一
の
窓
口
と
し
て
西
洋

科
学
が
学
ば
れ
ま
し
た
が
、蛮
社
の
獄
（
天
保
10
年
（
１

８
３
９
年
）
に
高
野
長
英
や
渡
辺
崋
山
ら
が
逮
捕
さ
れ

言
論
弾
圧
が
行
わ
れ
た
事
件
）」
の
よ
う
に
江
戸
後
期

に
な
っ
て
も
蘭
学
を
学
ぶ
者
は
、
異
端
者
と
し
て
迫
害

を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
迫
害
に
も
か
か

わ
ら
ず
蘭
学
に
対
す
る
時
代
の
要
求
は
高
ま
り
続
け
、

安
中
藩
で
も
開
明
的
な
藩
主
板
倉
勝
明
が
、
西
洋
砲

術
や
種
痘
を
い
ち
早
く
採
用
し
、
優
秀
な
藩
士
を
選
抜

し
て
蘭
学
を
学
ば
せ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
（
そ

の
中
の
１
人
が
新
島
襄
で
す
）。
町
儒
者
だ
っ
た
太
山

融
斎
は
、
勝
明
に
見
い
だ
さ
れ
安
中
藩
に
迎
え
ら
れ
た

の
で
す
が
、
同
じ
く
勝
明
に
招
聘
さ
れ
た
山
田
三
川
が

改
革
派
の
能
吏
型
の
人
物
だ
っ
た
の
に
対
し
融
斎
は
穏

健
な
人
柄
で
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
融
斎

が
世
界
の
最
新
情
報
を
満
載
し
た
地
球
儀
を
製
作
す

る
こ
と
が
で
き
た
背
景
に
は
、
勝
明
の
庇
護
が
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
融
斎
が

地
球
儀
を
製
作
し
た
翌
年
の
嘉
永
６
年
に
ア
メ
リ
カ

東
印
度
艦
隊
司
令
ペ
リ
ー
が
黒
船
で
来
航
し
、
開
国
を

要
求
す
る
と
日
本
は
ま
さ
に
太
平
の
眠
り
か
ら
覚
め

た
よ
う
に
蘭
学
が
ブ
ー
ム
と
な
る
の
で
し
た
。　

Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．

安中市内には数百基の古墳が存在していました。過去20年ほどの間には開発などにより多くの古墳が発掘調査さ
れました。今回の企画展ではこれらの古墳から出土した埴輪や遺物を展示します。
　なお、今回の企画展は群馬県立歴史博物館30周年記念展連携事業として実施しています。
　　　　　　　期　間 ▼～ 8 月 30 日（日）
　　　　　　　観覧料 ▼・一般１００円　
　　　　　　　　　　　・団体（20人以上）80円
　　　　　　　　　　　・高校生以下無料　
　　　　　　　　　　　※常設展示も一緒に観覧できます

平成 20 年度　「文化財愛護ポスター」
優秀作品（敬称略）

喜多利貴（安中二中３年）
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市  役  所　  ３８２－１１１１９

安中市教育委員会

“マナビー”

　

タ
イ
ト
ル
に
あ
る

「
生
涯
学
習
」
と
は
、

学
校
は
も
と
よ
り
、

社
会
の
中
で
、
生
涯

を
と
お
し
て
行
な
う

様
々
な
学
び
の
こ
と

で
す
。
生
涯
学
習
は
、
人
と
の

出
会
い
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
る

「
学
び
合
い
の
活
動
」
で
あ
る

と
も
い
え
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯

学
習
に
よ
る
ひ
と
づ
く
り
・
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
よ
り
温

か
な
郷
土
を
つ
く
り
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

生
涯
学
習
だ
よ
り
は
、
市
民

一
人
一
人
の
学
び
の
機
会
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
、「
学

び
の
場
」「
出
合
い
の
場
」
を

お
知
ら
せ
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

平
成
20
年
度

人
権
作
品
集『
お
も
い
や
り
』か
ら

人
権
に
つ
い
て

安
中
市
立
第
二
中
学
校
２
年　

伊
藤　

祐
輔

　

僕
に
は
、
お
互
い
に
協
力
で
き
て
、
お
互
い
に
信
頼
で
き
る

友
達
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。時
に
は
け
ん
か
を
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
最
後
に
は
仲
直
り
が
で
き
ま
す
。こ
う
い
う
友

達
を
持
て
た
こ
と
は
自
分
が
生
き
て
い
く
中
で
一
生
の
財
産

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

人
間
は
決
し
て
一
人
で
は
本
当
の
楽
し
さ
や
悲
し
さ
、
う

れ
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。支
え
て
く
れ
る
人

が
い
る
か
ら
生
き
て
い
け
る
の
で
す
。こ
の
こ
と
を
し
っ
か
り

と
一
人
一
人
が
受
け
止
め
て
い
れ
ば
、い
じ
め
な
ど
は
自
然
に

な
く
な
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、
残
念
な
が
ら
こ
の

世
の
中
に
は
い
じ
め
が
た
く
さ
ん
起
き
て
い
ま
す
。本
当
に

悲
し
い
こ
と
で
す
。い
じ
め
を
し
て
い
る
人
は
い
じ
め
を
受
け

て
い
る
人
の
気
持
ち
を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
の
心
の
傷
は
か
す
り
傷
と
は
違
い
、

決
し
て
治
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
。も
し
も
今
、
い
じ
め
を
し

て
い
る
人
が
い
た
ら
も
う
一
度
、い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
の
気

持
ち
を
考
え
て
み
て
下
さ
い
。き
っ
と
、
い
じ
め
が
で
き
な
く

な
る
は
ず
で
す
。

　

僕
は
、
中
学
一
年
生
の
一
学
期
、
毎
日
の
よ
う
に
不
安
を
抱

え
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、
二
学
期
く
ら
い
か
ら
不
安
を
抱
え

て
い
る
日
が
と
て
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。な
ぜ
か
と
い
う

と
、学
校
の
部
活
動
で
、人
と
し
て
の
在
り
方
を
顧
問
の
先
生

や
仲
間
た
ち
か
ら
学
び
、
自
分
の
考
え
が
変
わ
っ
た
か
ら
で

す
。そ
れ
ま
で
の
自
分
は
、
少
し
の
失
敗
を
し
た
だ
け
で
す
ぐ

に
落
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。し
か
し
、
考
え
方
を
変
え
て
か
ら

は
少
し
の
失
敗
く
ら
い
で
落
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
な
り
、
と

て
も
毎
日
の
生
活
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

（
次
号
に
続
く
）

問
合
せ
▼

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係（

３
８
２

－

１
１
１
１
）

成
人
式

「
二
十
歳
の
意
見
」
発
表
者
募
集

　
「
平
成
22
年
成
人
式
」
を
来
年
１
月
10
日
（
日
・
成

人
の
日
の
前
日
）
に
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
す
。

　

式
の
中
で「
二
十
歳
の
意
見
」を
発
表
す
る
新
成
人

を
募
集
し
ま
す
。

　

成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、
二
十
歳
の
記
念
に
ぜ

ひ
、ご
応
募
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
▼
自
由

応
募
資
格
▼
市
内
に
在
住
、
ま
た
は
本
市
出
身
の
新

成
人
（
平
成
元
年
４
月
２
日
〜
平
成
２
年
４
月
１
日

生
）

募
集
人
数
▼
若
干
名（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
）

応
募
規
定
▼

（
１
）１
０
０
０
字
程
度（
発
表
時
間
約
３
分
）

（
２
）住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
職
業（
勤

務
先
ま
た
は
学
校
名
）を
明
記
す
る

募
集
締
切
▼
10
月
30
日（
金
）

応
募
方
法
▼
作
成
し
た
原
稿
を
生
涯
学
習
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い

あ
て
先　

〒
３
７
９

－

０
２
９
２

安
中
市
松
井
田
町
新
堀
２
４
５　

生
涯
学
習
課

問
合
せ
▼
生
涯
学
習
課（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）



ホ
タ
ル
の
里
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た

１０
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
０
９
年
８
月
号

市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

１１

AN
NA
KA

AN
NA
KA

い
ろろ
い
ろろ

ろ
ろ

で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

「
歯
を
大
切
に
！
！
」

　
６
月
１
１
日
（
木
）
に
安
中
保
健
セ
ン
タ
ー
で
安
中
碓
氷
歯

科
医
師
会
・
安
中
市
の
主
催
に
よ
る
「
母
と
子
の
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
－
ル
」
と
６
月
４
日
～
１
０
日
に
か
け
て
の
「
歯
の
衛
生

週
間
」
に
ち
な
ん
だ
歯
科
保
健
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
の
審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
約
４
２
６
組
の

中
か
ら
１
２
組
の
母
子
が
入
賞
し
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

清
水
晴
子
さ
ん
と
太
郎
く
ん
（
原
市
）
が
安
中
松
井
田
地
区

の
代
表
と
し
て
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。（
写
真
は
入
賞
者

と
審
査
員
の
皆
さ
ん
）

　
歯
科
保
健
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
県

の
中
央
審
査
会
の
碓
氷
安
中
地
区
の
代
表
の
作
品
が
決
定

し
ま
し
た
。代
表
と
な
っ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
の
作
品
で
す
。

（
敬
称
略
）

図
画
の
部

　
生
駒
　
将
吾（
上
後
閑
小
学
校
１
年
）

ポ
ス
タ
ー
の
部（
小
学
生
）

　
廣
神
　
佐
紀（
碓
東
小
学
校
６
年
）

ポ
ス
タ
ー
の
部（
中
学
生
）

　
塚
越
　
美
咲（
第
一
中
学
校
３
年
）

標
語
の
部

　
佐
藤
　
由
菜（
西
横
野
小
学
校
２
年
）

　
猿
谷
　
勇
樹（
後
閑
小
学
校
６
年
）

安
中
市
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
決
定

　
６
月
１
４
日
（
日
）
に
第
４
回
安
中
市
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
総
応
募
作
品
９
５
９
点
の
中
か
ら
次
の
皆

さ
ん
が
推
薦
に
選
ば
れ
ま
し
た
。（
写
真
は
表
彰
式
に
参
加

し
た
推
薦
受
賞
者
の
皆
さ
ん
・
敬
称
略
）

第
１
部
　
撮
影
会
写
真
の
部

　
群
馬
県
知
事
賞
：
永
井
　
岩
男（
沼
田
市
）

　
安
中
市
長
賞
：
星
野
　
毅（
み
ど
り
市
）

第
２
部
　
観
光
写
真
の
部

　
安
中
市
長
賞
：
工
藤
　
則
正（
富
岡
市
）

　
安
中
市
観
光
協
会
長
賞
：
安
井
　
博
満（
富
岡
市
）

　
安
中
市
議
会
議
長
賞
：
侭
田
　
和
雄（
高
崎
市
）

第
３
部
　
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
・
ス
ク
エ
ア
の
部

　
推
薦
：
石
井
　
文
江（
安
中
市
）

　
推
薦
：
中
山
　
富
雄（
富
岡
市
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
７
月
２
日
（
火
）
今
年
で
５
９
回
目
を
迎
え
る
法
務
省
主
唱

の
“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
に
ち
な
ん
だ
パ
レ
ー
ド
が
安

中
市
内
で
行
わ
れ
た
。パ
レ
ー
ド
に
は
安
中
保
護
司
会
の
保

護
司
や
安
中
地
区
更
生
保
護
女
性
会
の
メ
ン
バ
ー
、
松
井
田

警
察
署
員
な
ど
約
５
０
人
が
参
加
、
旧
安
中
市
地
区
と
旧
松

井
田
町
地
区
の
２
つ
の
ル
ー
ト
で
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
鉄
道
文

化
む
ら
や
峠
の
湯
、
市
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
啓
発
物
品
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
６
月
３
０
日
（
火
）
に
中
島
り
ん
さ
ん
（
松
井
田
町
五
料
）
が

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
む
か
え
ら
れ
、
お
祝
い
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

学
習
の
森
企
画
展
講
演
会

　
６
月
１
４
日
（
日
）
に
群
馬
県
文
化
財
審
議
会
委
員
で
あ
る

右
島
和
夫
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
碓
氷
川
流
域
の
古
墳
」
を

テ
ー
マ
に
学
習
の
森
ふ
る
さ
と
学
習
館
春
季
・
夏
季
企
画

展
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
に
は
約
５
０
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
講
演
に
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
７
月
４
日
（
土
）・
５
日
（
日
）
に
、
碓
氷
峠
ホ
タ
ル
の
里
ま

つ
り
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
「
碓
氷
峠
ホ
タ
ル
の
里
ま
つ

り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
間
で
３
，０
０
０
人
を
超
え
る
人
が
訪
れ
、
飛
び
交
う
ホ

タ
ル
を
楽
し
み
ま
し
た
。

少
年
の
主
張
　
安
中
市
大
会

　
中
学
生
に
よ
る
「
第
３
１
回
少
年
の
主
張
安
中
市
大
会
」
が

７
月
４
日（
土
）、
松
井
田
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
市
内
中
学

校
７
校
の
代
表
生
徒
１
３
人
が
、
自
分
の
体
験
に
基
づ
い
て
、

日
常
生
活
で
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
に
は
平
柳
友
里
さ
ん（
第
一
中
学
校
３
年
）、
優

秀
賞
に
鬼
形
瑞
輝
さ
ん（
第
二
中
学
校
３
年
）、
吉
井
栄
里
佳

さ
ん（
第
一
中
学
校
３
年
）が
選
ば
れ
、
市
の
代
表
と
し
て
県

大
会
予
選
を
兼
ね
た
西
部
地
区
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。（
写
真
は
発
表
者
の
皆
さ
ん
）



　 安 中 市 図 書 館 で は 、 蔵 書 点 検

整 理 の た め ９ 月 ７ 日 （ 月 ） 〜 11

日 （ 金 ） ま で 休 館 し ま す 。

　 ご 迷 惑 を お か け し ま す が 、 ご

協 力 を お 願 い し ま す 。 返 却 に つ

き ま し て は 、 返 却 ポ ス ト を ご 利

用 く だ さ い 。

問 合 せ ▼ 安 中 市 図 書 館 （ ☎ ３

８ １

－

０ ５ ２ ９ ）

　
　 交 通 事 故 、 詐 欺 、 お ど し な ど

の 被 害 に あ っ た の に 、 検 察 官 が

そ の 事 件 を 裁 判 に か け て く れ な

い 。 ど う も 納 得 が い か な い 。 こ

の よ う な 人 の た め に 、 検 察 官 が

し た 処 分 が 妥 当 な も の で あ っ た

か ど う か を 審 査 す る 機 関 と し て

「 検 察 審 査 会 」 が あ り ま す 。

　 検 察 審 査 会 で は 、 11 人 の 審 査

員 が こ の 審 査 を し ま す 。 審 査 員

は 選 挙 権 を 持 っ て い る 皆 さ ん の

中 か ら 「 く じ 」 で 選 ば れ る こ と

安 中 市 図 書 館

蔵 書 点 検 の お 知 ら せ

に な っ て い ま す 。

　 あ な た も い つ か 審 査 員 に 選 ば

れ る こ と が あ る か も し れ ま せ

ん 。 審 査 員 に 選 ば れ た と き に は 、

国 民 の 代 表 と し て ご 協 力 を お 願

い し ま す 。

　 ま た 、 検 察 審 査 会 で は 警 察 や

検 察 庁 に 訴 え た が 、 起 訴 し て く

れ な い な ど の 不 満 が あ る 人 か ら

の 相 談 を 受 け 付 け て い ま す 。 お

気 軽 に ご 相 談 く だ さ い 。

※ 費 用 は 無 料 で 、 秘 密 は 厳 守 さ

れ ま す

相 談 ・ 問 合 せ ▼

前 橋 地 方 裁 判 所 高 崎 支 部 内 高 崎

検 察 審 査 会 （ ☎ ３ ２ ２

－

３ ５ ４

１ ） （ 月 〜 金 曜　 午 前 ８ 時 3
0 分

〜 午 後 ５ 時 ）

日 時 ▼ 10 月 25 日 （ 日 ） 午 前 ９

時 〜 正 午

試 験 会 場 ▼

高 崎 経 済 大 学 （ 高 崎 市 上 並 榎 町 ）

受 験 料 ▼ ８ ， ５ ０ ０ 円

受 験 申 込 書 配 付 期 間 ▼

８ 月 ３ 日 （ 月 ） 〜 21 日 （ 金 ）

受 験 申 込 書 受 付 期 間 ▼

８ 月 ３ 日 （ 月 ） 〜 2
8 日 （ 金 ）

受 験 申 込 書 配 付 ・ 受 付 ・ 問 合

せ ▼ 下 水 道 課 （ ☎ ３ ８ ２ 

－

１

１ １ １ ）

ご 存 知 で す か ？

検 察 審 査 会

下 水 道 排 水 設 備 工 事

責 任 技 術 者 資 格 認 定 共 通 試 験

　 ぐ ん ま 男 女 共 同 参 画 セ ン タ ー

で は 男 女 共 同 参 画 社 会 の 推 進 を

図 る た め 、 『 も っ と 幸 せ ☆ 応 援

セ ミ ナ ー 』 を 実 施 し ま す 。

日 時 ▼ ８ 月 22 ・ 29 日 、 ９ 月 ５ ・

19 日 （ 各 回 と も 土 曜 日 ）

※ 時 間 は 午 前 ９ 時 3
0 分 〜 午 後 ０

時 3
0 分 （ ８ 月 2
9 日 は 午 後 ０ 時

５ 分 終 了 ）

場 所 ▼ ぐ ん ま 男 女 共 同 参 画 セ ン

タ ー （ 前 橋 市 大 手 町 ）

募 集 ▼ 40 名 （ 先 着 順 ）

参 加 費 ▼ 無 料

〜 男 女 共 同 参 画 〜

『 も っ と 幸 せ ☆ 応 援

セ ミ ナ ー 』 の お 知 ら せ

問 合 せ ・ 申 込 み ▼ ８ 月 11 日 （ 火 ）

ま で に 住 所 ・ 氏 名 ・ 電 話 番 号 を

明 記 の う え 、 は が き ・ 電 話 ・ Ｆ

Ａ Ｘ ・ Ｅ メ ー ル で ぐ ん ま 男 女 共

同 参 画 セ ン タ ー へ お 申 し 込 み く

だ さ い 。 （ 〒 ３ ７ １

－
０ ０ ２ ６

前 橋 市 大 手 町 １

－
13

－
1
2 　

☎ ０ ２ ７

－

２ ２ ４
－

２ ２ １ １

FAX ０ ２ ７

－
２ ２ ４

－

２ ２ １ ４

メ ー ル sankakuse@pref.gunma.
jp ）

※ 託 児 が で き ま す （ 事 前 に お 申

し 込 み く だ さ い ）

※ 連 続 参 加 で き な く て も 可

※ 内 容 は お 問 い 合 わ せ く だ さ い

　 市 で は 、 「 乳 幼 児 ま た は 児 童 」 「 重 度 心 身 障 害 者 （ 高 齢 重

度 障 害 者 を 含 む ） 」 「 母 子 お よ び 父 子 家 庭 」 を 対 象 に 、 保 険

診 療 費 の 自 己 負 担 額 を 助 成 し て い ま す 。 該 当 す る 人 で 、 ま

だ 手 続 き を し て い な い 人 は 、 国 保 年 金 課 で 申 請 し て く だ さ

い 。 申 請 日 か ら 対 象 に な り ま す 。 助 成 の 対 象 と な る 費 用 は 、

保 険 診 療 を 受 け た 場 合 の 自 己 負 担 額 （ 入 院 時 の 食 事 標 準 負

担 額 を 含 む ） で す 。

※ 検 診 料 、 薬 の 容 器 代 、 差 額 ベ ッ ド 代 、 文 書 料 、 特 定 療 養 費 、

往 診 の 車 代 な ど は 対 象 に な り ま せ ん

対 象 者 ▼

① 乳 幼 児 ま た は 児 童… ０ 歳 児 〜 小 学 校 第 ６ 学 年

② 重 度 心 身 障 害 者 （ 高 齢 重 度 障 害 者 を 含 む ）… 障 害 年 金 １ 級 ・

２ 級 、 身 体 障 害 者 手 帳 １ 級 〜 ３ 級 、 療 育 手 帳 Ａ 判 定 〜 Ｂ

１ 判 定 、 特 別 児 童 扶 養 手 当 １ 級 ・ ２ 級

③ 母 子 お よ び 父 子 家 庭… 母 子 ま た は 父 子 家 庭 で 18 歳 未 満 の

児 童 を 扶 養 し て い る 親 と 子

④ 中 学 生 の 入 院… 入 院 の 医 療 費 を 支 払 っ た 人 （ 償 還 払 い ）

※ 詳 し く は お 問 い 合 わ せ く だ さ い

問 合 せ ▼ 本 庁 国 保 年 金 課 給 付 係 ・ 支 所 住 民 税 務 課 国 保 年 金

係 （ ☎ ３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）

現 況 届 を 忘 れ ず に

　 児 童 扶 養 手 当 ・ 特 別 児 童 扶 養 手 当

　 現 在 、 児 童 扶 養 手 当･ 特 別 児 童 扶 養 手 当 を 受 給 中 の 人 は 忘

れ ず に 現 況 届 を 提 出 し て く だ さ い 。 こ の 届 出 が な い と 、 手

当 の 支 給 が 差 し 止 め ら れ 、 さ ら に ２ 年 間 未 届 け の ま ま で す

と 、 受 給 資 格 が 喪 失 と な り ま す の で 、 ご 注 意 く だ さ い 。

　 な お 、 該 当 者 に は 届 出 用 紙 を 送 付 し ま す 。

※ 所 得 制 限 に よ り 支 給 停 止 中 の 場 合 で も 届 出 が 必 要 で す

提 出 日 ▼ ８ 月 14 日 （ 金 ） ・ 17 日 （ 月 ） ・ 18 日 （ 火 ）

　 　 　 　 午 前 ８ 時 3
0 分 〜 午 後 ５ 時

受 付 場 所 ・ 問 合 せ ▼

市 役 所 本 庁 子 ど も 課 子 ど も 育 成 係 ・ 支 所 保 健 福 祉 課 福 祉 子

ど も 係 （ ☎ ３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）

１２
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ご 存 知 で す か ？

　 　 　 　 福 祉 医 療 制 度

９
月
１
９
日

新
町
駐
屯
地

ま
た
は

相
馬
原
駐
屯
地

な
ど

９
月
２
３
日

９
月
２
７
日

９月
12
日
・
26
日

11
月
７
日
・
８
日

10
月
31
日・
11
月１
日

自 衛 官 募 集

自
衛
隊
で
は
自
衛
官
を
次
の
通
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
要
項

▼自
衛
隊
高
崎
地
域
事
務
所
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

問
合
せ

▼自
衛
隊
高
崎
地
域
事
務
所
（
☎
３
２
６
－
１
７
６
１
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼ht
tp
://
w
w
w
.m
od
.g
o.
jp
/p
co
/g
un
m
a/

募
集
種
目

受
験
資
格

受
付
期
間

１
次
試
験

試
験
会
場

一
般
曹
候
補
生

航
空
学
生

防
衛
大
学
校
学
生

２
等
陸
・
海
・
空
士

（
女
子
）

２
等
陸
・
海
・
空
士

（
男
子
）

防
衛
医
科
大
学
校

学
生

１
８
歳
以
上

２
７
歳
未
満
の
男
性

１
８
歳
以
上

２
７
歳
未
満
の
女
性

高
卒
（
見
込
含
）
以
上
の

２
１
歳
未
満
の
男
女

高
卒
（
見
込
含
）
以
上
の

２
１
歳
未
満
の
男
女

１
８
歳
以
上

２
７
歳
未
満
の
男
女

試
験
日
の
前
日
ま
で

８
月
１
日

９
月
１
１
日

～

９
月
７
日

10
月
２
日

～

危
険
で
す
！
子
ど
も
の
車
内
放
置

　
毎
年
夏
に
な
る
と
、
車
内
に
放
置
さ
れ
た
子
ど
も
が
熱
中
症
で
死
亡
す
る
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
炎
天
下
の
車
内
は
、
50
度
以
上
の
高
温
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
危
険
な
状
況
に
子
ど
も
を
放
置
す
る
こ
と
は
、
児
童
虐
待
に

も
該
当
す
る
行
為
で
す
。

　
ま
た
、
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
事
故
以
外
に
も
、
車
内
に
放
置
さ
れ
た
子
ど
も
が
パ
ワ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
に
挟
ま
れ
た
り
、
運
転
席
を

い
た
ず
ら
し
て
暴
走
さ
せ
て
し
ま
っ
た
り
、
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
続
け
て
エ
ン
ジ
ン
か
ら
出
火
し
て
火
災
を
発
生
さ
せ
た
り
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
悲
し
い
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
車
内
に
子
ど
も
を
放
置
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

～
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
う
が
い
～

～
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
う
が
い
～

～
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
う
が
い
～

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

守
っ
て
防
い
で



１４
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
０
９
年
８
月
号

１５
市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

●
行
政
相
談

本
庁
　
8/
6・
20
　
9/
3　
9時
～
12
時

支
所
　
8/
3　
9/
7　
13
時
30
分
～
16
時

●
無
料
法
律
相
談

本
庁
　
8/
7・
21
　
9/
4　
受
付
12
時
30
分
～
15
時

※
要
電
話
予
約
　
秘
書
行
政
課
（
☎
38
2－
11
11
）

※
予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
翌
月
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

●
年
金
相
談

上
記
期
間
内
は
あ
り
ま
せ
ん

●
人
権
相
談

本
庁
・
支
所
　
8/
20
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
家
庭
児
童
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
本
庁
子
ど
も
課
）
　

月
～
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
　
子
ど
も
課
（
☎
38
2－
80
05
）

●
健
康
相
談

（
生
活
習
慣
病
・
ア
ス
ベ
ス
ト
・
育
児
・
栄
養
相
談
な
ど
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
16
時

支
所
　
8/
21
　
9/
4　
9時
～
11
時
30
分

●
妊
婦
生
活
相
談
（
母
子
手
帳
交
付
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
8時
30
分
～
16
時

●
労
働
相
談

本
庁
　
8/
4・
18
　
9/
1・
15
　
13
時
30
分
～
16
時

※
要
電
話
予
約
　
商
工
観
光
課
（
☎
38
2－
11
11
）

●
障
害
者
相
談

知
的
・
身
体
障
害
者
相
談
（
本
庁
･支
所
）

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
17
時
15
分

精
神
障
害
者
相
談
（
ヌ
ア
リ
ー
ベ
　
☎
38
0－
53
85
）

月
～
土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
10
時
～
18
時

●
青
少
年
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
支
所
内
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

月
・
火
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
14
時

※
面
接
相
談
は
要
電
話
予
約
（
☎
39
3－
47
77
）

●
心
配
ご
と
相
談

地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
週
木
曜
日
　
９
時
～
11
時
30
分

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
月
曜
日
　
13
時
30
分
～
16
時

●
青
色
申
告
記
帳
相
談

安
中
商
工
会

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
12
時

松
井
田
商
工
会
館

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
17
時

●
交
通
事
故
相
談

安
中
交
通
安
全
協
会

毎
週
火
・
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
（
☎
38
2－
02
11
）

松
井
田
交
通
安
全
協
会

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
13
時
～
16
時

相
  談
  案
  内

給
水
管
修
理
当
番
業
者
（
８
月
１
日
～
９
月
１
５
日
） 　
上
水
道
と
簡
易
水
道
の
給
水
管
の
修
理
は
、
業
者
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
漏

水
な
ど
の
修
理
は
、
そ
の
日
の
当
番
業
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
修
理
代
は

実
費
で
す
。

【
安
中
市
管
工
事
協
同
組
合
　

３
８
５
－
４
４
０
１
】

今
川
設
備

㈲
入
沢
電
気
商
会

碓
氷
設
備

㈲
内
堀
設
備
工
事

㈲
金
子
屋
商
店

㈲
黒
須
設
備
工
業

群
栄
工
業
㈱

児
玉
工
業
㈲

㈲
佐
藤
商
店

佐
藤
燃
料
㈱

㈲
渋
谷
設
備

業
　
者
　
名

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

業
　
者
　
名

38
2-
94
33

38
2-
16
09

38
1-
27
30

39
3-
01
57

39
3-
03
32

38
1-
11
48

39
3-
10
12

39
3-
31
18

39
5-
23
23

38
1-
11
11

38
1-
12
62

㈲
ジ
ー
ワ
イ
燃
設

㈲
須
藤
工
業

㈲
武
美
工
業

㈲
田
中
工
作
所

㈱
半
田
組

㈲
福
美
商
事

㈲
松
本
住
設

㈱
茂
木
設
備

㈲
山
田
タ
イ
ル
工
業

㈱
ヤ
マ
ハ
チ
・
ク
ボ
ニ
ワ

㈱
ユ
タ
カ

38
2-
28
91

38
1-
23
22

38
2-
50
61

38
5-
41
26

38
5-
83
74

38
1-
02
93

38
5-
62
78

38
5-
80
42

38
1-
00
75

38
1-
04
35

38
5-
76
47
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Ｅ
・
Ｍ
・
Ｎ

Ｃ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｊ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ａ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｍ

Ｃ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｊ
・
Ｏ

Ａ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｍ
・
Ｓ

Ｃ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｕ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

Ｂ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｊ
・
Ｎ

Ａ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｏ

Ｃ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｊ
・
Ｋ

Ａ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｍ
・
Ｎ

Ｃ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｊ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ａ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｍ

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

31
日

Ｃ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｊ
・
Ｏ

Ａ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｍ
・
Ｓ

Ｃ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｊ
・
Ｎ

Ａ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｏ

Ｃ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｔ
・
Ｖ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

休
館
の
ご
案
内

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

恵
み
の
湯
　
　
　
　
　
8/
4・
18
　
9/
1・
15

峠
の
湯
　
　
　
　
　
　
8/
25
　
9/
8

鉄
道
文
化
む
ら
　
　
　
9/
1・
8・
15

文
化
セ
ン
タ
ー（
※
は
図
書
館
の
み
休
館
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
8/
4・
11
・
18
・
25
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9/
1・
7※
・
8・
9
～
11
※
・
15

文
化
会
館
　
　
　
　
　
8/
3・
10
・
17
・
24
・
31
　
9/
7・
14

碓
氷
川
熱
帯
植
物
園
　
8/
4・
11
・
18
・
25
　
9/
1・
8・
15

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
※
は
温
水
プ
ー
ル
の
み
休
業
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
8/
3・
10
※・
17
・
24
※・
31
※
　
9/
2・
9※

学
習
の
森
　
　
　
　
　
8/
4・
11
・
18
・
25
　
9/
1・
8・
15

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
8/
3・
10
・
17
・
24
・
31
　
9/
7・
14

日 1 2 3 4 5 6 ７ 8 9 10 11 12 13 14 15

曜
日 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

行
　
　
事
　
　
名

●
石
器
作
り
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
14
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
碓
氷
歴
史
考
古
学
講
座
第
1
講

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
12
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
市
民
献
血

　
松
井
田
保
健
セ
ン
タ
ー

　
10
:0
0
～
11
:3
0・
12
:3
0
～
14
:0
0

　
松
井
田
病
院
　
15
:0
0
～
16
:0
0

●
磯
部
温
泉
祭

　
式
典
　
10
:0
0
～

　
ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
　
15
:0
0
～

　
利
き
酒
大
会
　
19
:0
0
～

●
磯
部
温
泉
祭

　
子
ど
も
み
こ
し
　
10
:3
0
～

　
花
火
大
会
　
19
:5
0
～

日 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

曜
日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

行
　
　
事
　
　
名

●
磯
部
温
泉
祭

　
灯
籠
流
し
　
19
:0
0
～

　
水
中
花
火
大
会
　
20
:0
0
～

●
市
民
の
茶
席（
煎
茶
道
東
阿
部
流
）

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
図
書
読
み
聞
か
せ

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
14
:0
0
～
15
:0
0

●
農
業
委
員
会
総
会
　
本
庁

　
11
：
00
～

●
県
民
パ
ソ
コ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
9:
00
～
16
:0
0

●
県
民
パ
ソ
コ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
9:
00
～
16
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

日 １ 2 3 4 5 6 ７ 8 9 10 11 12 13 14 15

曜
日 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

行
　
　
事
　
　
名

●
人
権
と
平
和
を
考
え
る
講
座

　
松
井
田
庁
舎
　
13
:3
0
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
う
す
い
街
道
寄
席

　
文
化
会
館
　
14
：
00
～

　
詳
し
く
は
P7
を
ご
覧
く
だ
さ
い

●
第
3
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
開
会（
予
定
）9
:0
0

●
第
3
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会（
予
定
）9
：
00

●
人
権
と
平
和
を
考
え
る
講
座

　
松
井
田
庁
舎
　
13
:3
0
～

●
第
3
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会（
予
定
）9
：
00

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
第
3
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会（
予
定
）9
：
00

●
碓
氷
歴
史
考
古
学
講
座
第
2
講

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
12
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
第
3
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
総
務
常
任
委
員
会（
予
定
）9
：
00

●
市
民
献
血

　
本
庁
　
10
:0
0
～
12
:0
0・
13
:0
0
～
15
:3
0

●
第
3
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
市
民
文
教
常
任
委
員
会（
予
定
）9
：
00

８
月行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

８
月
１
日
→
９
月
１
５
日

８
月
１
日
→
９
月
１
５
日

９
月

健
康
通
信

　
８
月
は
胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、
子
宮
が

ん
、
乳
が
ん
個
別
検
診
、
前
立
腺
が
ん
検
診
も
引
き
続
き
実
施
中
で
す
。

今
年
度
か
ら
乳
が
ん
個
別
検
診
の
視
触
診
を
受
診
で
き
る
医
療
機
関
が

増
え
ま
し
た
の
で
、
通
知
を
ご
覧
の
う
え
ご
利
用
く
だ
さ
い
。ど
ち
ら
の
検

診
も
申
込
者
に
対
し
受
診
票
が
個
別
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。日
時
、
会
場
な

ど
は
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。申
し
込
ん
で
い
な
い
人
で
受
診
を
希
望
す
る

人
は
、本
庁
健
康
課（
☎
３
８
２
－
１１
１１
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
庁
市
民
課
　
休
日
窓
口
開
設
日

８
月
２
・
16
日
（
日
）　
９
月
６
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

業
務
内
容

　
○
住
民
票
の
写
し
の
交
付

　
○
戸
籍
謄
本
・
抄
本
の
発
行

　
○
印
鑑
証
明
書
の
発
行

　
○
そ
の
他
市
民
課
取
扱
各
種
証
明
書
の
発
行

９
　
月

８
　
月



磯
部
簗
好
評
営
業
中

磯
部
簗
好
評
営
業
中

ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
大
会

ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
大
会

磯
部
簗
好
評
営
業
中

磯
部
簗
好
評
営
業
中

ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
大
会

ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
大
会

磯
部
簗
好
評
営
業
中

ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
大
会
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子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
申
請
は
お
早
め
に
!!

　

幼
児
教
育
期
（
平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
の
生

ま
れ
）
に
あ
る
第
２
子
以
降
の
子
が
い
る
世
帯
の
世
帯
主
に
対
し
て
、
子
育
て
応

援
特
別
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
申
請
書
は
３
月
下
旬
に
該
当
す
る
世
帯
に
郵
送
し
ま

し
た
。
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人
は
、
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
申

請
期
間
は
平
成
21
年
10
月
１
日
（
木
）（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
で
す
の
で
、
期
間

内
に
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

申
請
期
限
ま
で
に
申
請
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当

の
支
給
を
辞
退
し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
の
で
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん

○
申
請
手
続

　

平
成
21
年
２
月
１
日
を
基
準
日
と
し
、
安
中
市
の
住
民
基
本
台
帳
で
確
認
で
き

る
支
給
対
象
と
な
る
子
が
属
す
る
世
帯
主
に
は
申
請
書
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
必
要
書
類
を
同
封
し
て
、
市
子
ど
も
課
へ
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
子
と
別
居
中
な
ど
の
場
合
に
は
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
本
庁
子
ど
も
課
子
ど
も
育
成
係
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

定
額
給
付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　

定
額
給
付
金
の
申
請
書
は
、
３
月
30
日
に
各
世
帯
主
宛
で
発
送
し
ま
し
た
。
申

請
期
間
は
平
成
21
年
10
月
５
日
ま
で
で
す
。（
当
日
消
印
有
効
）

　

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人
は
、
期
間
内
に
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

期
間
内
に
申
請
が
な
か
っ
た
場
合
は
辞
退
と
み
な
さ
れ
、
定
額
給
付
金
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

○
定
額
給
付
金
の
申
請
に
は
、
次
の
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す

　

・
定
額
給
付
金
申
請
書
（
請
求
書
）

　

・
振
込
先
口
座
の
通
帳
の
コ
ピ
ー
（
番
号
と
名
義
人
が
わ
か
る
部
分
）

※

不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
合
せ
▼
企
画
課
定
額
給
付
金
対
策
係
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

　

夏
の
風
物
詩
、
磯
部
簗
が
６
月
27
日
（
土
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ア

カ
シ
ヤ
の
緑
陰
で
清
流
碓
氷
川
の
川
面
を
眺
め
な
が
ら
鮎
料
理
を
楽
し
め
ま

す
。
こ
の
夏
の
営
業
期
間
は
９
月
13
日
（
日
）
ま
で
、
営
業
時
間
は
午
前
11

時
〜
午
後
９
時
ま
で
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

営
業
期
間
▼
９
月
13
日
（
日
）
ま
で

※

期
間
中
は
無
休

営
業
時
間
▼
午
前
11
時
〜
午
後
９
時

※

オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ　

午
後
８
時

問
合
せ
▼

市
観
光
協
会
（
☎
３
８
５

－

６
５
５
５
）

磯
部
簗
（
☎
３
８
５

－

６
９
５
９
）

　

市
観
光
協
会
で
は
ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
大
会

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時
▼
８
月
14
日
（
金
）
午
後
３
時
〜

場
所
▼
磯
部
簗
前
の
碓
氷
川

参
加
対
象
▼
高
校
生
以
下

問
合
せ
▼
商
工
観
光
課
観
光
係
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

※

天
候
や
川
の
増
水
な
ど
で
中
止
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す


